
7年 (2 )g月
エコミュージアムとは、エコロジー (生態学)とミュージアム (博物館)を合わせた造語で、そ
の地i或そのものが、生きた貴重な資料であるという考え方のもとに、地域の歴史や文化_自然に
ついて学び、地域への愛着を深め、交流を深めてい<活動です。

鶉躙鰊腑鶉麒蝙儡靡晰蝙鰊晰蝙
城山エコミュージアムの生みの親、故 加藤正彦氏は成分無調整牛乳 「農協牛乳」の発売を

任されたいわば生みの親でもあります。加藤氏が春林文化第10号に寄せた 「津久井の酪農」に
は加藤家や津久井の人々の牛飼いの様子が詳しく書かれています。現在広田小学校隣の直販配
送株式会社は農協牛乳発祥の地で、ここから農協牛乳は全国展開されていきました。12の紙容
器を使い、濃いオレンジ色のパッケージは発売以来ほとんど変わらず愛され続けています。
大正年代中頃、荒川村の角田福三氏が乳牛を飼ったのが津久井の酪農の始まりですが、戦後
に大きく発展しました。しかし旧城山町地域では昭和56年 (1981)13戸 あった酪農家は年々減
り、町屋にあった最後の1戸も数年前に廃業しました。

<牛乳工場全景・農協牛乳発足のころ>
隣の広田小学校はまだ無い      ′′′
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「津久井郡農協牛乳工場 (旧城山町広田の

工場)で、 「農協牛乳」は昭和47年 (1972)
6月 から日産33ト ンの生産が始まり、最大時

には日量 102ト ン (12容器換算10万 2千本 )
もの 「農協牛乳」が生産され首都圏のスー
パーの店頭に並んだ。 (略)こ の工場は平
成11年 (1999)に 工場再編で市乳製造を他
工場に譲 り、物流基地となり現在も稼働 し

ているが、 「農協牛乳」を35年間も生産 し

続けた。一つの `産業遺産 'であると思 う。
(平成26年 加藤 正彦 著)」

※加藤 正彦 :旧川尻村の農家に生まれる。東
京農

~「

1大学獣医科卒。農協牛乳の企画 。開発に
中心的に携わった。元城山町長、城 |||エ コ

ミュージアム委員

津久井郡農協牛乳処理施設跡記念碑と碑文

<現在、直販配送 (株)>

※出典 。参照 春林文化第10号 2015年
城山地域史研究会発行

写真集山河幾星霜創立三十周年記念

平成元年津久井郡農業協同組合発行
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令和 6年度 「城山エコミュージアムのつどい」
を開催 しました I

日時 :令和7年 2月 15日 (土) 13:30～ 16:00
場所 :城山公民館 大会議室   参加者 :38名

[活動発表]
<活動紹介>

<事例発表 >

[講演]

`太陽から絶妙な距離にある地球'と い う宇宙の

視点から始まり地球規模の気候、そして 日本の気

候 と相模原周辺の気候の仕組みや現状についてと

ても詳 しく丁寧に説明していただきました。

参加者のアンケー トに 「天体・気象・気候、つ

たない知識で楽 しくお話を拝聴 しました。 さて、

地球の将来・人類のために私はどうしたらいいの

か ?考え込んでしまいます。」とありました。私
たちにとつて共通の大きな課題ではないでしょう

か。                 (金 子 直美)

城山エコミュージアム委員会の活動主旨と年間の活動内容を説明しました。

令和6年 10月 27日 (日 )に行った城山エ
コミュージアムツアー「穴川の里を訪ね
て」～今も残る里山の原風景～の紹介を
しました。
会場にはツアー以外の城北・小松地区
の写真も展示 し、ツアーに参加 されな
かった方にも里山の様子を感じていただ

きました。

「教えて !気象予報士さん、相模原の気候と気候変動」
～私たちの暮らしは?～

講師 :田子 智大氏 相模原市立博物館天文分野学芸員 (気象予報士)
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※「城山公民館まつり」出展
同時 :令和7年 3月 8日 (土)～ 3月 16日 (日 )

※ツアーの下見を実施

日時 :´令・不口η午:5月 29日 ・6月 6日

今年のツアーの下見で、津久井湖
城山公園を歩きました。
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※ 「食べられる野草」 (担当 :金子 直美)

日時 :令和7年 4月 24日 (木 )
場所は小松の里。庭や川沿いに生息する食べら
れる野草を探す研修会を実施しました。採集した
タンポポなどを天ぶらに、ノビルはそのまま味日曾
で食べました。金子さんが用意してくれたヨモギ

餅をご馳走になり楽しい時間を過ごしました。

※ 学習会開催    (担 当 :高橋 告郎)
「神原家について」  日時 :令和7年4月 2日 (水 )
藤野町牧野の旧家神原家について説明がありました。
「1871年岩倉・大久保らの使節団が送った電報」

日時 :令和7年 5月 14日 (水 )
「神崎遺跡について」 日時 :令和7年6月 4日 (水 )

令和6年度に行われた城山エコミュージアムツアー「穴川の里を訪ね
て」や城山もみじ学級ガイドなどの活動をポスターにして展示しました。 

‐

※ 城山エコミュージアム委員会全体会 開催
同時 :令和7年 4月 2日 (水)令 和7年度の活動計画が決まりました。
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